
大分スポーツ公園では、「里山を活かした公園づくり」の取
り組みとして、里山で採集した種で育てた苗木の植栽と樹木
の移植による里山林の復元や絶滅危惧種であるオオイタサン
ショウウオの保護池の整備に取り組んでいる。
これらの取り組みによる環境保全の効果を広く理解して頂
くため、地域住民や学生などを対象に環境学習や保護池の整
備活動を実施している。

名 称： NPO法人大分環境カウンセラー協会
住 所：大分市大手町３丁目１番１号
代表者：理事長 杉浦 嘉雄

事業所・団体プロフィール 関係する県の施策

大分スポーツ公園等管理運営事業

具体的な取組

57.大分スポーツ公園における里山保全活動

関連する
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【特徴】

〇オオイタサンショウウオや鳥類等の専門家が、環境調査結果
 を基に、里山環境の復元状況を楽しく分かりやすく解説

○保護池の整備活動を通して、オオイタサンショウウオなどの
 生物の生息環境を保全する上でのポイントなどを学習

保護池の整備活動

里山保全等に関する環境学習
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